
令和６年度 釧路市立鳥取西中学校 学校経営方針重点目標・具体的な方策に基づいた具体目標（学校評価）について

重 点 項 目 生 徒 保 護 者 自己評価（教職員）

重

点

目

標

◆鳥西中校区 よりよい未来を志向し、自らみがき、関わり、拓く子 □将来の夢や希望をもっている
□進路指導やキャリア教育は、生徒が自分のあり方や

生き方を考えるきっかけになっている。

□生徒が先を見通すことができるキャリア教育を実践

している。

◆目指す学校 ともに学び合い、可能性が広がる学校
□学年、学級、部活動の仲間と積極的に関わり高め合

っている。

□子どもは、学年、学級、部活動の仲間と積極的に関

わり高めあっている。
□学び合いを通して、生徒相互の成長を促進した

◆重点目標 自分で考え、他者と対話し、粘り強く解決する生徒 □１０段階で評価 □１０段階で評価 □１０段階で評価

□生徒指導の機能（自己存在感、共感、自己決定、安全・安心）を生かした学

び、授業づくり（下記①②③に共通する土台）

□感動・仲間・本物を体験する学校行事（下記①②③に共通する土台）

□学級（学校）には居場所があり、笑顔がある
□先生方は生徒の声に耳を傾けつつ、状況に応じた適

切な指導を行っている。

□生徒指導の機能を生かした学び、授業づくりを実践

した。

□学級の仲間と取り組む行事等にやりがいや喜びを感

じる。

□学校行事（旅行的行事、体育祭）が、よい経験（感

動・仲間・本物）となっている。

□生徒の主体性を活かし、感動・仲間・本物を体験す

る学校行事を推進することができた

学

校

➊確かな学力の向上（教育目標２）＊教務部・研修部・教科経営 ■平均正答率 全国平均－５％以内 ・前年比０.１％でも上昇（教務部目標）、校外研修２回以上参加（研修部）

①学力向上プランに基づいた着実な共通実践（授業・環境・習慣） □授業で「わかった」「できた」という実感をもてた
□学校は、生徒の達成感（わかった・できた）を生み

出す授業を行っている。

□学力向上プランを基底に教科部会を中心に共通実践

を図っている。

②授業力向上を目指した課題解決研修の推進 □日常の授業改善につながる組織的な研修を行った

③総合的な学習の時間と特別活動、教科の関連の明確化（小中連携）
□探究的な学習過程を意識して、総合的な学習の時間

に取り組んでいた。

家

庭

①家庭学習習慣の確立（１時間） □普段、１時間以上家庭学習に取り組んだ
□家庭で、子どもの自立に向けて望ましい学習習慣の

定着を図ろうとしている。（家庭学習１時間以上）

□授業や学級指導で家庭学習への取組を奨励した。（取

組方法の紹介や学年・学級での取組）

②読書習慣の啓発（家読） □読書することが好きで家でも読書している □家庭でも一緒に読書するなど、読書を奨励した □読書習慣の確立を図るよう啓発した

地域 授業への地域人材の活用（協力）

学

校

➋成長する集団作り（教育目標１・４）＊学年・学級・生徒指導部 ■非侵害的関係の学級平均全学級65.0以上にする。（生徒指導部目標）＜令和5年度⇒1学年平均：60．84 2学年平均：64．32 3学年平均：67．24＞

①所属感（居場所がある）、自己有用感をもてる学年・学級経営 □学級に居場所があり、役割がある
□お子さんは学校に居場所があり、安心して学ぶこと

ができている。
□一人一人が所属感のもてる学年・学級経営

②主体性を生かした生徒会活動、委員会活動、係活動（委ねる） □安心安全な学校づくりに自分も参加している □生徒の主体性を活かした活動の推進

③きめ細やかで組織的ないじめ・不登校への対応、細かな情報共有 □いじめはどんな理由があってもしてはいけない
□学校はいじめの根絶をめざして、未然防止、早期発

見・対応を心がけている。
□いじめの問題に対する適切で組織的な対応

学

校

➌健やかな心と体の育成（教育目標３）＊保体指導部 ■新体力テスト総合評価Ｅの生徒、男子１０％、女子５％以下（保体指導部目標） ■運動やスポーツをすることが好き

①体力向上推進計画に基づいた体力向上、体育科授業の充実 □体育の授業が楽しいと思う □徒歩通学などを通して、体力向上を促している。 □体育科授業を中心とした運動への意識向上

②食と健康、命（援助希求的態度）、情報モラル教育の充実

③考え議論する道徳科授業の充実（研修）、保護者・地域公開 □特別の教科「道徳」の保護者・地域公開

家

庭

①情報モラル教育（家庭での約束事の決定） □スマホやゲームの家庭でのルールを守っている。 □家庭ではスマホやゲームなどの約束を守っている。 □道徳や学活等を通し、情報モラル教育

②基本的生活習慣の確立（早寝・早起き・朝ごはん） □寝る時間や起きる時間を決め、朝食を毎日食べている □家庭では望ましい生活習慣の定着を図っている。 □基本的生活習慣の確立に向けた指導

地域 ○あいさつ、地域清掃、防災

学

校

➍特別支援教育の推進（特別支援部・サポート部・生徒指導部） ■規律ある学級の生活力の構築（サポート部目標：３．５以上～自己評価アンケート）

①通常学級と特別支援学級の相互連携の強化 □学びのユニバーサルデザイン化の推進

②一人一人の教育的ニーズに応える指導体制の構築

（困り感に寄り添った学習支援・別室対応）

□困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大

人にいつでも相談できますか。

□学校は、生徒個々の違いを認め、生徒が成長できる

環境を整えようとしている。

□本質（生徒、保護者、地域に寄り添い、様々な違い

をリスペクトし、多様性と共に歩む）を大切にする

学

校

➎ＧＩＧＡスクール構想の実現（教務部・研修部・事務部） ■１人１台端末と統合型校務支援システムの有効活用

①学校ＤＸ（授業改善・業務改善・保護者等との情報共有）
□ホームページや安心・安全メール等を通して、情報

共有が図られている。

□様々な場面でデジタルを活用し、業務改善、情報共

有を図っている。

②ＩＣＴ活用能力の向上を図る共通実践及び研修の実施 □授業や宿題などでChromebookを使うことが多い □授業や宿題などで、chromebookを積極的に活用する
など、ＩＣＴ活用能力が向上したと感じる

学

校

➏教職員の働き方改革の推進（運営委員会・部活動委員会） ■月当たりの時間外勤務時間４５時間以内 ■８０時間以上の超勤０（月）■年間の時間外勤務時間３６０時間以内

①コアチームによる不断の業務の見直しと小さな実践の積み重ね □働き方改革の取り組みを自分事とし実感が伴っている。

②部活動基本方針を踏まえた部活動の実施及び地域移行に向けた情報共有 □部活動の基本方針（休養日等）を守っている。

学

校

➐校区小学校との連携（小・中ジョイントプロジェクト） ■年間指導計画に沿った、見通しをもった取組の推進

①それぞれの学校の良さを生かした、推進や重点のねらい、年間計画に沿っ

た小中連携の取組推進
□小中連携が、日常の指導につながっている。


